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【水産研究のフロントから】 
第 1 回国際水産教育シンポジウム（ISAFE）の参加報告 
 
 標記の国際シンポジウム（ISAFE, International Symposium on Aquaculture and Fisheries 
Education）が 11 月 27 日～30 日まで、タイのバンコク市郊外にあるアジア工科大学院で開催
された。当初は、ISFE（International Symposium on Fisheries Education）の名称で 1st 
circular が配布されたが、その後、Aquaculture を並記させ、ISAFE と名称を改めた経緯があ






 シンポジウムを共催したアジア工科大学院（AIT）、アジア水産学会、上海海洋大学の 3 機関
の代表者による開会挨拶で三日間の会議が始まった。これら 3 機関の共催となった背景には、
本シンポジウム開催を推進した、前アジア水産学会長の Yang Yi 氏（2009 年 7 月逝去）が、




 三日間の会期中、49 件の口頭発表と 29 件のポスター発表があり、最終日には近郊のティラ
ピアとナマズの養殖場へのツアーが企画された。日本からは、日本水産学会の水産教育推進委
員会と国際交流委員会を代表して、岡本純一郎氏(北大水）、筆者ら（黒倉、萩原）の 3 名が出


























ようとする考えをベルギー・ゲント大学の J. Dhont 氏が紹介した。 そのほか、バングラデ
シュ農業大学と連携し、インターネットを活用して、現地の養魚従事者等をトレーニングする
ための遠隔地教育プログラムを実践する例がスターリング大学の J. Bostock 氏(英国）から報
告された。 
 本シンポジウムの第 2 回については、2011 年 4 月に上海で開催されるアジア水産学会と連
動して開催できないか検討中とのことであった。 
（東大院農 黒倉寿、長大院生 萩原篤志） 
